
掲載数 12

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市立 高２
総合的な
学習の時

間
防災学習

　2011年３月11日の東日本大震災の事例を出し、そのときになにが不足して、どういった
場所に避難していたなどを映像や写真を使って学習した。10年前、自分たちはそのとき何
をしていたか覚えている子はあまりおらず、映像をみて驚いた様子であった。今後、いつ
起こるかわからない災害に備えて自分たちができることは何か、また、自分の家の周辺を
マップにし、危ない場所や避難場所を探す学習をした。

youtubeの映像を活用する
ことで、イメージしやす
かった。（参考資料）
youtube 2011年３月11日
東日本大震災　発生の瞬
間映像集

2 横須賀市立 高１
総合的な
学習の時

間

コロナ禍に思う
こと

　学校の授業もオンライン傾向が進む中、教員も生徒もコロナ禍の影響で危険と背中合わ
せの毎日を送っている。今回、総合的な学習の時間を使い、わずか生徒2名であるが、新
聞記事や日々のニュースを見ながらSDGｓ関連の問題を取り扱ってみた。まず、今期に導
入されたばかりのクロームブックで動画ニュースを見ながら、いま世界中でどんな問題が
深刻化しているかについての知識を得ることから始めた。残された時間の中で2年後の自
分の進路を見据えながら、この学習の中で何がいま急務なのかをじっくり考えさせたい。

教材：東京新聞　朝日
新聞　ほか

3 横須賀市立 中複合
総合的な
学習の時

間

『自分お守り』
を作ろう

　これまで、“自分に自信がもてない”ことから、課題解決のために積極的に取り組むこ
とができない生徒が多かった。これからの生活で、自分を大切に自信をもって行動できる
よう、お守り作りを行った。お守りの内容は、①自分で書く「自分のいいところ」「好き
なこと、苦手なこと」「落ち着く場所」など②保護者や友だちに書いてもらう「あなたの
いいところ」である。自分では見つけられなかった長所を身近な人に見つけてもらうこと
で自信につながった。お守り作りを通して、友だち同士の関わりも、大人を介さずに言葉
をかけ合う場面が増えた。

中学部1，2，3年生

4 横須賀市立 中複合
総合的な
学習の時

間

『家族にごちそ
うしよう』

　食の大切さを学び、将来自分一人で安全に調理できるメニューは何かを考え、実際に作
る経験をした。冷たい牛乳でココアやスープを作り、計量カップの目盛りを数えたり、牛
乳パックや袋の開け方をお互いに協力しながら学んだりすることができた。また、休み中
家族に「ココア、スープをごちそうしよう」という宿題を出した。ワークシートに家族か
らのコメントを記入してもらい、授業でその内容を発表した時の生徒の顔は、自分が作っ
たココアやスープで家族に喜んでもらえ、楽しい時間をもてたという自信に満ちた表情で
あった。

中学部1，2，3年生

令和３年度　いのちの授業　事例集（特別支援学校）【総合的な学習の時間】



5 藤沢市立 中２
総合的な
学習の時

間

性教育
「自分の成長を
知ろう」

　特別支援学校では自分の体の発育について正しく理解することに困難を示す生徒も少な
くない。そこで、生命の誕生の仕組みや、小学部入学から現在の体の成長を客観的に示す
ことで本人の成長を自覚させた。

ぬいぐるみ
入学時の写真と現在の
写真

6 神奈川県立 中３
総合的な
学習の時

間

金目week「平塚
盲学校の歴史を
知る」

　2021年に創立111周年を迎えた平塚盲学校の創立にあたっては視覚障害教育に対する先
人たちの並々ならぬ熱意と努力があった。その歴史をたどり、視覚障害者の職業的自立支
援の取り組みと権利擁護について知り、自分たちの学ぶ権利が大切に守られ保障されてき
たことを学んだ。発祥の地金目地区の歴史ボランティアによる講演会を開催し、金目川の
せせらぎや校主秋山博先生の墓のある寂静時の鐘の音を聞くなどして地域の様子を身近に
感じながら学びを深めた。

講師は金目エコミュー
ジアムのガイドボラン
ティア。学校で作成し
た金目地区の立体地図
や音声教材を使用し
た。

7 神奈川県立 高２
総合的な
学習の時

間

防災学習
・土砂災害
・DIGの演習
・防災グッズ

・土砂災害
　静岡の土石流について　原因(集中豪雨)について　　土石流に至るメカニズム　自分た
ちにできることについて
・DIGの演習
　地震を想定した学校周辺の地図の災害リスクについて　予防策、対策案について考える
・防災グッズ
　概要について　どのようなものがあるか
何に使うかを知る

・スライド　ワーク
シート
・ハザードマップ、地
図
・防災グッズ

8 神奈川県立 高複合
総合的な
学習の時

間

体といのち(性の
教育)

・思春期について
　・男女の身体について
　・男女の付き合い方
　・セックスについて　避妊について
　・悪い大人から身を守るために

外部講師の活用
リモートによる各教室
の同時展開

9 神奈川県立 小６
総合的な
学習の時

間

防災教育
「避難用具に慣
れよう」

　児童の防災意識を高めるため、歩行・車椅子・抱っこ・いろいろな避難用具等から児童
の実態に合った避難方法を選定した。災害が起きた時にどこに・誰と避難するのか、自分
が使用する避難用具はどれかを理解することを目標に、学期に１～３回程度練習した。回
数を重ねると、避難用具に手を通そうとしたり、頭を持ち上げようとしたり協力動作を見
ることができた。

＜避難用具＞
・歩行
・車椅子
・抱っこ
・おんぶラック
・レスキューキャリーマッ
ト
・救護用担架

10 神奈川県立 高３
総合的な
学習の時

間

命の大切さを知
ろう。

　知的障害教育部門高等部３年生を対象に妊婦ジャケットを着用しての歩行体験や、新生
児人形を使用しての衣服の着脱などを行った。体験を通して妊婦の大変さや新生児のへの
関わり方などを学ぶことができた。

妊婦ジャケット
新生児人形



11 神奈川県立 中複合
総合的な
学習の時

間

今この時世界の
子どもたちは

　長谷川義史作「ぼくがラーメンたべてるとき」を使った絵本の読み聞かせ。「僕がラー
メン食べてるとき、隣のミケがあくびした」から始まり、どんどん隣の誰かが何をしてい
るのかが展開する。ある国では、子どもは親と一緒にお菓子作りをする、他の国では赤ん
坊を背負っていたり、パンを売り歩いていたりする。子どもたちが労働しているという現
状を認識できるように読み聞かせした。そして最後の子は砂漠のようなところで動かな
い。その文は「風が吹いている。」のみ、風はどこでも平等に吹くのか？という内容の絵
本である。当学部の生徒には難しい内容と思われたが、最後の場面で生徒が驚いたような
悲しいような何とも言えない表情になった。子どもの認知力を勝手に教員が解釈すること
なく、この絵本のほかにも、命を題材となった絵本の読み聞かせを実施している。

長谷川義史作
「ぼくがラーメンたべ
てるとき」

12 神奈川県立 高１
総合的な
学習の時

間

防災教育
「災害からいの
ちを守るため
に」

　総合的な探究の時間や社会の時間に、地震や水害が起こった時にいのちを守るための避
難方法（避難のために必要な防災グッズ、シェイクアウトによる身の守り方、避難食の作
り方等の学習を行った。その学習の延長で、避難所を想定しながら、校内に宿泊する防災
校内宿泊学習を行った。その中で、消防署の署員による火災の時の身の守り方を講義して
いただき、その後実際に非常食を使った喫食訓練や、段ボールベッドの体験、夜間、懐中
電灯を使っての校内探検（姿勢を低くすることや障害物を避けて進む体験もまじえたも
の）を行った。冷たい食事や暗い中での活動等楽しみながらも、身を守るために必要な体
験をすることができた。

火災の時のみの守り方
については、青葉消防
署の職員。


